
 東京都心で 27cm の積雪という、20 年ぶりの記録

的大雪となった２月８日。その 1 週間後の２月 14 日

に、またしても 27cm の大雪に見舞われ、東京の交通

網はマヒしてしまいました。一部歯科医院様におきま

して、患者様のアポイントに間に合わない事態がお

こってしまい、大変申し訳ございませんでした。 

 スリービーでは、宅急便にて受注・納品をおこなっ

ておりますが、「指定の時間に荷物が届かなかった」、

「送り先を間違えてしまった」等のトラブルで、歯科

医院様にご迷惑をおかけしたことがありました。お預

かりした大切なお荷物を、患者様のアポイントまでに

確実にお届けするために、先生方からのご指摘をもと

に、発送作業において４つの改善をおこないました。 

■運送業者の統一 

発送時間、納品時間によって複数の運送業者を使い分

けていましたが、「指定時間通りに届かない」「問合せ

の電話が繋がらない」という問題がおこることがあり

ました。そこで、このような問題がおこらないように、

発送は安心感のある業界大手のヤマト運輸に統一す

ることにしました。 

■新品の送り箱 

使いまわしの送り箱には古いシールなどが貼ってあ

るので、運送業者による仕訳ミス、発送ミスを誘発し

てしまう可能性がありました。現在スリービーでは、

新品の送り箱を使用し、また、印刷された送り状を使

用することで、極力外部のミスを減らせるように心が

けています。歯科医院様で専用の通い箱を用意して頂

いた場合には、古いシールを剥がしてから発送するよ

うにしました。 

■チェック体制の改善 

確認漏れがおこる可能性を減らすために、工程を３つ

に分けて複数人が携わる環境を整えました。それに

よって、多重チェックをおこなうことが出来るように

なり、更に各チェック項目を徹底することでエラーを

未然に防げれるようになりました。 

■発着メールサービス 

ご希望頂いた歯科医院様を対象に、弊社のお荷物の受

け取り時、発送時に連絡メールを差し上げるサービス

を始めました。 

 以上の改善をおこなった結果、誤送などのトラブル

はなくなりました。しかし、今回のような大雪時の対

策など取り組むべき課題はたくさんあります。よりよ

いサービスをご提供できるように、今後も先生方の声

に耳を傾けながら、１つずつ改善していきたいと思い

ます。 

技工所スリービー・ラボラトリーズが毎月お届けするニュースレター 

すりーびー通信 

スリービーの社内改善 

左写真：14日夜の新宿区の繁華街 

 

 

15日は研修日に振当てていたので

すが、電車の運行休止で出勤でき

ないスタッフがいたほどでした。 

大切なお荷物を確実にお届けする為に 

発送作業で４つの改善をおこないました 



 

 

 小学生の頃、図工の時間に使った粘土。大人になると

徐々に縁遠くなるものですが、粘土の創作キット「コー

ネル」（840 円）は、これまでの粘土の常識を覆し、女

性を中心に人気爆発。昨年 4 月に発売され、発売半年

で 10 万個を出荷しています。 

 素材はアクリル系の樹脂で、粘土同士はくっつきや

すいのに手にはくっつかないのが画期的。パーツを合

体させるときに扱いやすいだけでなく、机などの作業

スペースも汚れにくいので、気軽に使うことができま

す。また、女性の心をとらえたのは、ポップな色調。赤、

青、黄色など鮮やかな発

色で、異なる色を混ぜる

と絵の具のように溶け

合った別の色が出来上が

ります。 

 「コーネル」は創作キッ

トで24種類が発売され、

トイプードルやペンギン

など、それぞれの動物が作

れる指南書付き。難易度は 3 段階で明示され、必要な

道具もつまようじだけと、手軽にチャレンジできます。

陶芸ほど敷居が高くなく、「ものづくり」を楽しめる大

人用粘土。人気はまだまだ広がりそうです。 

 

 

上記のQRコードからダウンロードできます。また、Google Play やiTunes App Store からもダウンロードが可能です。 

アプリは、アンドロイドのバージョン、iOSによってはご利用になれない場合がありますので事前にご確認ください。 

 

【メトロタッチ】（無料） 

Android／iPhone 

 地方在住者だけでなく、たとえ東京に住んでいても

わかりにくいのが東京の地下鉄網。最近の副都心線開

通、さらには相互乗り入れなど、乗り慣れた駅でない

と迷ってしまいます。そんな時のお役立ちアプリが

「メトロタッチ」。iPhone 版・Android 版とも無料で

ダウンロードすることができます。 

 地下鉄の路線図を見ら

れるのはもちろん、路線図

から駅名をタップすると、

どのメトロ路線が乗り入

れているのかがわかり、さ

らに乗り換え便利車両や

駅構内案内図を見ること

ができます。この駅構内案

内図が秀逸！遠近感があり、指でスワイプすると移動

することができるので、駅構内がどうなっているの

か、どう進めば目的とする路線に乗り換えられるの

か、感覚的に把握できます。 

 さらに、ホットペッパーグルメやラーメン Walker、

じゃらんなどのコンテンツホルダーと連携している

ので、簡単に駅周辺のグルメスポット検索ができ、地

図上に表示されるので初めて降りる駅でも迷わずラ

ンチ OK。東

京を地下鉄

移動する時

には必須の

ア プ リ で

す！ 

 

 



 朝食やおやつに人気のシリアルの一種「グラノー

ラ」をご存知ですか？シリアルと言えばコーンフレー

クが代表的ですが、オーツ麦や玄米などの穀物を使っ

たグラノーラは食物繊維やミネラルなどの栄養素が

豊富なことから、20 ～ 30 代女性を中心に人気が高

まっています。このグラノーラの代表的なブランド

が、カルビーが販売する「フルグラ」。人気の高まりに

合わせ、様々な拡販への取り組みが企画され、生産能

力を一気に 1.5 倍に増やす戦略を立てています。 

 カルビーの「フルグラ」は、1991 年に発売された

「フルーツグラノーラ」が原型。発売してからしばら

くは 20 億円前後の出荷額でしたが、2012 年から一

気に売り上げが伸び、2012 年は約 63 億円、2013

年は 80 億円前後の見込みと需要が急拡大。もともと

は朝食に牛乳などをかけて食べるのが定番でしたが、

最近はお菓子の材料や夕食にも使われ始めています。 

 こうした用途の多様化を受けて、さらに売り上げを

伸ばそうと、試食販売の場所をシリアル売り場ではな

く、青果やドライフルーツ売り場で実施。より通行量

の多い売り場に置くことで、認知度をさらに高める狙

いです。また、健康意識の高いユーザーが多いドラッ

グストアでは、豆乳や黄な粉を混ぜて試食を提供する

など、おいしさと共に栄養バランスの高さを強くア

ピールしています。 

 フルグラは朝食に牛乳をかけて食べるイメージが

強いため、これまでは冬場に大きく売り上げが落ち込

んでいましたが、ホットメニューの提案にも注力。

ホットメニューを紹介するレシピ本「フルグラ 大好

きマグカップレシピ」を発売し、パンプキンスープや

韓国風チゲスープなど、マグカップを使った簡単なレ

シピの普及に努めています。これらのホットレシピ

は、野菜も取れてさらに栄養バランスが高まっている

のが魅力的です。 

 実はこれまでカルビーの生産体制が整っていな

かったため、需要の拡大に生産が追い付かず積極的な

販促活動を控えてきたのが実情。その状況下でも商品

力の高さがあり、着実に支持を広げてきました。生産

体制が整ったこの冬からの本格的な攻勢で、フルグラ

が日本の食卓の定番になる日も近いかもしれませ

ん！ 

「フルグラ」を使った食事レシピを提案 

・提供できるもの： 自費補綴物全般 
            （ジルコニア、プレスセラミック、メタルボンド、インプラント技工、ハイブリットレジン、金属冠、ファイバーコア、ＴＥＫなど） 

・会社住所 ： 東京都新宿区大久保1-2-17 新宿サンエービル 

・連絡先  ： 電話 03-3204-8891 / Fax 03-3204-8895 

・ＵＲＬ  ： ｈｔｔｐ：//３ｂ-ｌａｂ．Ｊｐ 

・E-mail  ： technician@3b-lab.jp 

 



 

マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル
と
は
、
店
舗
、

通
販
、
ネ
ッ
ト
と
い
う
よ
う
に
複
数

の
チ
ャ
ネ
ル
（
販
売
経
路
）
を
顧
客

に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る
手
法
を

指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
向
け

の
商
品
は
店
舗
で
、
若
者
向
け
の
商

品
は
ネ
ッ
ト
で
、
主
婦
向
け
の
商
品

は
通
販
で
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ネ

ル
を
顧
客
の
特
性
に
合
わ
せ
て
使

い
分
け
て
い
き
ま
す
。 

 

一
方
で
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
は
、
顧

客
を
中
心
に
実
店
舗
、
ネ
ッ
ト
、
テ

レ
ビ
通
販
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
す
べ
て

の
チ
ャ
ネ
ル
を
連
携
さ
せ
る
手
法

で
す
。
商
品
の
認
知
か
ら
検
討
、
購

買
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
す

べ
て
の
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
顧
客

と
接
点
を
持
ち
、
顧
客
が
楽
し
く
不

利
益
を
感
じ
る
こ
と
な
く
買
い
物

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
方
。
２

０
１
１
年
に
ア
メ
リ
カ
の
老
舗
百

貨
店
メ
イ
シ
ー
ズ
が
、
「
オ
ム
ニ

チ
ャ
ネ
ル
企
業
を
目
指
す
」
と
宣
言

し
た
こ
と
が
、
こ
の
言
葉
が
広
ま
っ

た
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
百
貨
店
の
業
態
に
よ
る

営
業
が
行
き
詰
ま
り
、
業
績
不
振
が

長
年
続
き
ま
し
た
が
、
オ
ム
ニ
チ
ャ

ネ
ル
化
に
よ
り
業
績
を
改
善
し
た

こ
と
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
小
売

業
だ
け
で
は
な
く
、
製
造
業
な
ど
業

種
を
問
わ
ず
に
取
り
入
れ
る
企
業

が
増
え
、
成
果
を
出
し
始
め
て
い
ま

す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
本
腰

を
入
れ
る
と
、
実
店
舗
の
売
り
上
げ

に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
に
力
を
入

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
様
な
顧
客

接
点
＝
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
に
対
応

す
る
こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト
は
「
衝
動

買
い
」
で
は
な
く
、
実
は
「
目
的
買

い
」
で
す
。
欲
し
い
商
品
を
検
索
し

て
、
値
段
は
安
い
か
、
短
時
間
で
届

く
か
な
ど
を
吟
味
し
て
購
入
す
る

の
で
、
購
入
目
的
や
商
品
が
明
確
な

場
合
は
ネ
ッ
ト
が
使
い
や
す
い
も

の
。
ネ
ッ
ト
経
由
で
接
し
て
く
る
顧

客
の
背
景
を
理
解
し
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ネ
ッ
ト
で
提

供
し
ま
す
。 

 

一
方
、
リ
ア
ル
な
実
店
舗
で
は
、

目
的
買
い
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
入
店
か
ら
レ
ジ
で
支
払
い
を
済

ま
せ
る
ま
で
に
は
、
必
ず
店
舗
ス

タ
ッ
フ
と
の
接
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
販
促
物
や
売
り
場

の
演
出
に
触
れ
、
店
内
の
に
ぎ
わ
い

を
感
じ
た
り
、
他
の
顧
客
の
動
向
を

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
目
的
買
い
の
顧
客
に
も
衝
動
買

い
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
買

い
物
を
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
作

り
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
わ
ゆ

る
「
お
も
て
な
し
」
で
す
。 

 

購
入
後
の
サ
ポ
ー
ト
や
サ
ー
ビ

ス
も
、
リ
ア
ル
、
ネ
ッ
ト
、
電
話
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ネ
ル
で
の
顧
客

接
点
を
連
携
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
大

企
業
で
は
大
掛
か
り
な
シ
ス
テ
ム

改
善
が
必
要
に
な
る
戦
略
で
す
が
、

小
さ
な
企
業
で
は
社
員
の
意
識
の

改
革
と
共
有
の
工
夫
だ
け
で
で
き

る
戦
略
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
国
内
外
の
小
売
業
界
で
「
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ

ル
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
チ
ャ
ネ
ル
」
と
い
う
意
味
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
「
マ
ル
チ
チ
ャ

ネ
ル
」
と
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

野村総合研究所によるオムニチャネルの概念図 



 

決断は、実のところそんなに難しいことではない。 

 

難しいのは、その前の熟考である。 

 

徳川家康（江戸幕府 初代征夷大将軍） 

 

徳
川
家
康
と
い
え
ば
、
群
雄
割
拠
の
戦

国
時
代
を
冷
静
に
見
極
め
な
が
ら
生
き
延

び
、
最
終
的
に
は
天
下
を
取
り
２
５
０
年

以
上
も
の
長
期
間
続
く
江
戸
幕
府
を
築
き

上
げ
ま
し
た
。
戦
国
武
将
で
あ
り
、
政
治
家

で
あ
り
、
経
営
者
。「
鳴
か
ぬ
な
ら 

鳴
く

ま
で
待
と
う 

ほ
と
と
ぎ
す
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
慌
て
ず
に
チ
ャ
ン
ス
が
来
る

ま
で
じ
っ
く
り
待
つ
人
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

織
田
信
長
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る
時

は
、
逆
ら
う
の
は
損
と
ば
か
り
に
同
盟
を

死
守
。
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
倒
れ
た
後

は
、
情
勢
を
慎
重
に
見
極
め
て
秀
吉
に
付

く
と
い
う
「
大
正
解
」
の
一
手
を
指
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
秀
吉
の
死
後
に
満
を
持
し
て

天
下
人
へ
。
こ
れ
ら
の
決
断
の
裏
に
は
、
大

熟
考
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
難
し
か
っ
た

と
家
康
は
言
い
ま
す
。
決
め
る
こ
と
は
、
い

ざ
と
な
れ
ば
た
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
可
能
性
と
リ
ス
ク
を
天
秤
に
か
け
、
必

死
に
考
え
る
こ
と
こ
そ
、
難
し
い
の
で
す
。

「
何
と
か
な
る
」
と
見
切
り
発
車
を
す
べ

き
で
は
な
い
と
、
こ
の
言
葉
は
教
え
て
く

れ
ま
す
。 


